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小山 一行
はじめに
2013（平成 25）年 4 月に有明キャンパスで辞令交付を受けてより 6 年間、筆者は特任教
授として本学に在職し、このほど定年を迎えることとなった。退職に当り、本誌への寄稿を
依頼されたが、さしたる業績もない身としては書くべき程の事は何もないことを恥じるばか
りである。とは言え、折角の機会をいただいたので、去りゆく者の思い出話ということで、
お許しいただこうと思う。
武蔵野大学とのご縁
任用初年度の入学式の日、武蔵野キャンパスの正門を入ると、聖語板に記された土岐善麿
先生の歌が懐かしく目にとまった。
ここに学ぶと
初めて立ちし 校庭の
花の四月の 初心忘るべからず
筆者にとって、本学とのご縁は、実はこのたびの 6 年間が初めてではない。大学院に在
籍していた頃、1973（昭和 48）年 4 月から 1979 年 3 月に至るまで、6 年間にわたって中
高の非常勤講師として採用され、文字通り青春の一時期をこのキャンパスで過ごしたので
あった。また、1977 年 7 月には大学の仏教文化研究所の研究員となり、学祖・高楠先生の
功績顕彰を目的とした共同研究に参加するという貴重な機会をいただいたこともあった。そ
の成果は『雪頂・高楠順次郎の研究』として 1979 年に大東出版社から出版され、筆者は
「第四章 三大叢書の編纂とその歴史的意義」の担当者として、多くの著名な先生方と共に
名を連らねるという光栄に浴したのである。
その後、大学院の博士課程を終えて郷里・熊本の自坊へ帰り、学園とのご縁は途絶えたか
に思っていたのであるが、1987 年のある日、武蔵野大学の学長であられた雲藤義道先生か
ら突然の電話をいただいた。聞けば先生は武蔵野をご退職の後、九州の太宰府にある筑紫女
学園短期大学の学長に就任され、四年制大学の開学準備をされているとのことであった。設
立予定の大学の教員として来ないかとのお誘いに対して、「それは無理でしょう。熊本から
太宰府の大学に通うとすれば、車で 1 時間以上かかると思います」と申し上げたところ、
「東京では、1 時間は通勤圏だよ」と言われ、結局 1988 年 4 月、筑紫女学園大学開設と同
時に助教授として赴任することとなった。筑紫女学園大学では、25 年の長きにわたって教
8員生活を送ることとなったが、思えばそれは、武蔵野でお世話になった雲藤先生のお導きに
よるものだったのである。
筑紫女学園大学を退職する決心をして、その旨を田中教照学院長に申しあげたところ、そ
れなら武蔵野に来ないかとお声をかけていただき、思いがけず若き日を過ごした東京に再び
戻ることとなった。東京を離れていた 40 年余の間に、武蔵野大学は共学となり、学部・学科
も増設され、有明に第二キャンパスを拡大するなど、飛躍的に発展していた。浦島太郎の気
分を味わいながらも、この 6 年間、最後のご奉公をさせていただいたことを有難く思っている。
「仏教概説」の授業
武蔵野大学では教養教育部に所属し、授業は主として「仏教概説」を担当した。
これは、学祖・高楠順次郎先生が本学創設に当たって掲げられた建学の精神に基づく科目
である。全学部・学科の学生に課せられる必修科目であり、いわば武蔵野大学の教育の根幹
をなす重要な科目とも言えるだろう。これを数人の教員が分担して担当するのであるから、
最低限の教育内容を共有するために共通のシラバスが制定されており、それを基本としなが
ら、残りは各教員の裁量にゆだねられていた。
講義内容としては便宜上、同じ科目を「仏教概説 A」と「仏教概説 B」に分け、A は最
初に学祖・高楠順次郎先生の生涯と業績について学び、それから仏教の開祖である釈尊の生
涯を学ぶ。B は釈尊の教えの基本を学ぶとともに、インドから世界に広がった仏教について
の歴史的展開に及び、さらに現代社会の諸問題について仏教の視点から考える、という内容
になっていた。この共通シラバスを基本としながら、自分なりに試行錯誤を繰り返した結
果、最後の年となった本年度は、以下のような内容で授業を行っている。
〔仏教概説 A〕
①ガイダンス 学祖・高楠順次郎先生の生涯
②高楠順次郎先生の業績
③高楠順次郎先生の教育思想
④仏教を学ぶにあたって：宗教とは何か
⑤釈尊以前のインド
⑥釈尊の生涯（1）誕生
⑦釈尊の生涯（2）青年時代
⑧釈尊の生涯（3）出家・修行
➈釈尊の生涯（4）成道
⑩釈尊の生涯（5）伝道の生活
⑪釈尊の生涯（6）釈尊の説法態度
⑫釈尊の生涯（7）様々な弟子たち
⑬釈尊の生涯（8）涅槃
⑭前期のまとめ：視聴覚教材を見る。
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⑮試験
⑯フォローアップ 試験の講評と授業のまとめ
〔仏教概説 B〕
①前期の復習・確認
②仏教を通して自己を見つめる（1）人間であること
③仏教を通して自己を見つめる（2）自分との対話
④仏教を通して自己を見つめる（3）自我と自己
⑤世界に広がる仏教（1）釈尊入滅後の仏教
⑥世界に広がる仏教（2）大乗仏教の成立
⑦世界に広がる仏教（3）大乗仏教の特色
⑧世界に広がる仏教（4）密教と日本の仏教
⑨世界に広がる仏教（5）日本仏教の課題
⑩現代社会と仏教（1）現代の不安とカルト
⑪現代社会と仏教（2）仏教の価値観に学ぶ
⑫現代社会と仏教（3）仏教の生命観に学ぶ
⑬現代社会と仏教（4）仏教の人生観に学ぶ
⑭試験
⑮フォローアップ 試験の講評と授業のまとめ
⑯フォローアップ確認
着任した最初の頃は、A と B の 2 コマを半期ごとに開講し、通年 4 単位にするというカ
リキュラムだった。つまり、学生からすれば、週に 2 回の「仏教概説」の授業を前期また
は後期に受けることとなるわけである。「武蔵野 Basis」と名づけられる本学の教養科目は、
学科の垣根を超えて全学生をいくつかのクラスに分け、他学科の学生と交流しながら受講す
るという方式を採用していたため、カリキュラム編成上こうした開講形態になったのであろ
うが、本学独特の建学科目を後期に受講する学生にとっては、新鮮味が薄れるという面も否
定できなかった。2015 年度から 4 学期制が導入されると、「仏教概説」は 1・3 学期に開講
されるクラスと 2・4 学期に開講されるクラスとに分かれることとなったが、2・4 学期に
「仏教概説」を受講するクラスについては、同じような状況が残ることとなるので、やがて
すべてのクラスが週に 1 コマ、前期に A、後期に B を受講するという現在の時間割編成に
落ち着くこととなった。
課題レポート
「仏教概説」の受講生には、授業のほかに、前期・後期それぞれにレポートが課せられて
いる。前期の課題は学外学修、すなわち下記の①～③のいずれかを行い、学んだことをレ
ポートにまとめるというものである。
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①仏教関連の施設（築地本願寺その他の仏教寺院、仏教関連の他大学など）を訪問し、仏
教に関する理解を深める。
②仏教関連の展覧会を鑑賞し、仏教に関する理解を深める。
③仏教関連の社会活動等（たとえば寺院や仏教会などが主催する被災地ボランティアや社
会奉仕活動など）に参加し、仏教に関する理解を深める。
また後期には、一般の新聞に掲載された仏教・宗教関連の記事を見つけ、その記事の概要
をまとめた上で、それに対する自分の感想を述べるというレポートを課している。
前期の課題では、大部分の学生が築地本願寺訪問を選択しているが、浅草寺や鎌倉大仏な
どの著名寺院や地域のお寺を選ぶ学生もあり、あるいは夏休みに海外旅行に出かけて訪れた
外国の仏教寺院の印象を記したレポートなどもある。教室で学ぶ仏教と違って、学生は実際
に訪れた仏教寺院で、それぞれ得難い体験をした様子を率直に報告している。
後期のレポートは、一般の新聞記事の中から仏教あるいは宗教に関するものを何か一つ見
つけ、その内容を要約したうえで自分の考えを述べさせるというものである。これは、新聞
記事を読むことを通して時事問題に関心を持たせるとともに、現代の社会の中で仏教や宗教
がどのような評価を受けているかを考えさせるという目的を持った課題である。
大学礼拝など
また本学では、開講時期を通じて殆ど毎週昼休みの時間に、武蔵野キャンパスと有明キャ
ンパスにおいて大学礼拝となづける宗教行事が行われている。会場は、武蔵野キャンパスで
は学祖の雅号を冠した「雪頂講堂」、有明キャンパスでは 3 号館の大教室であるが、いずれ
も壇上にご本尊を安置した仏壇が設置されている。
礼拝の内容は、仏・法・僧の三宝に対する帰依の表明として「三帰依文」を唱和し、仏道
を歩む者の願いを記した「四弘誓願」を読誦するというものであるが、その合間に、荘厳な
パイプオルガンの伴奏による仏教讃歌の斉唱が組み入れられ、最後に本学の教員による講話
がある。講話については、仏教担当の教員はもとより、専門を異にする諸先生方も参加さ
れ、それぞれの専門に関する話題を取り上げながらお話をしてくださっているのは実に有意
義なことであると思う。筆者は在任中、３度ほど講話の機会を与えられ、普段の授業とは異
なる雰囲気の中で話をさせていただいた。
学生向けの広報誌『武蔵野ジャーナル』には、毎号「建学の精神」という欄が設けられて
おり、仏教担当の教員が毎号執筆されている。筆者も下記のように 3 回ほど寄稿する機会
を与えられた。
1．「学祖・高楠先生の教育理想とタゴールの学園」（第 7 号 2013）
2．「信仰と信心」（第 12 号 2015）
3．「ひかりといのち」（第 19 号 2017）
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心がけたこと
こうした宗教教育活動を通して、筆者が第一に心がけてきたことは、「先入観の変革」と
いうことである。家庭の中で宗教的伝統を受け継ぐという状況がほとんど消滅しかかってい
る現代にあって、多くの学生は、仏教はもとより宗教そのものに対して無関心であるか、あ
る種の警戒感を持っていることがうかがえる。そこで、授業の最初は「宗教は怖い」という
偏見を取り除くことに腐心することとなった。
第二に強調したのは、仏教の本質は何か神秘的なものを想定して拝んだり祈ったりするこ
とではなく、自らの人生に対する問いを深めていく態度だということである。良い成績で卒
業し、給料の高い職につき、健康で長生きをして楽しく過ごそうというだけの人生でいいの
かと問いかけ、「人間に生まれた価値のある人生とは」と呼びかけることに重点を置いた。
そのような準備をしたうえで、仏教の核心、すなわち釈尊の生き方やものの見方について講
義するよう心がけてきたつもりである。しかし、「仏教に基づく人間成就の教育」という理
想を掲げて本学を創設された学祖の建学の精神に、何ほどの貢献をなし得たかと考えると、
忸怩たる思いを禁じ得ない。
学生の反応
「仏教概説」では、学期ごとに試験がある。前期は学祖・高楠先生の生涯や業績に関する
基本的な事柄を問い、また釈尊の生涯に関する問題を出すのであるが、最後に「この授業か
ら何を学んだか、300 字程度で答えなさい」という問題を出すこととした。おそらく初めて
学んだであろう仏教について、学生がどのような反応をするのか、知りたかったからであ
る。授業中の散漫な雰囲気から予想されるものとは違って、学生の態度は至って素直で、肯
定的な回答が多い。もちろん、試験であるから、教師の魂胆を見越して書かれた可能性も否
定できないが、メッセージはそれなりに受け取られているように思われる。以下、平均的な
答案の例を紹介してみよう。
「私は、仏教から自らの歩む人生を常に考え、行動することの大切さを学ぶことができ
たと思う。なぜなら、釈尊と高楠順次郎先生の一生は、どちらも自らの強い意思で成り
立っているように思えたからである。これは、仏教徒ではなく、仏教が説きたい真理を
完全には理解できていない私が、仏教概説の授業から導いた一つの解釈にすぎないが、
後悔の無いように人生を歩む一番大切なことは「自分」という存在について自問自答を
繰り返し、そこで出た答えを一つ一つ素直に実行することなのだと仏教を通じて学べた
ような気がした。豊かな暮らしを捨て、自らの意思で沙門となった釈尊、自らの一生を
かけて様々なことに挑戦し続けた高楠先生を見習おうと思った。」（F.K.）
「私は、この授業を通して生きることとは何なのか考え、学びました。私たちは、身の
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周りの事が当たり前なのだと思ってしまいます。しかし、私たちが生きていくというこ
とは、他の生き物たちの命をうばうことにつながります。動物や植物たちの命をうばう
ことは、当たり前ではないのです。だから、漠然と毎日を生きていてはいけないと思い
ました。私たちは、釈尊の生き方から学ばなければいけないことがたくさんあると思い
ます。生きていくことが、どんなにありがたいことなのか、感謝することを忘れてはい
けないのだと思いました。仏教は、ただいのればいいというのではなく、自ら行動しな
ければいけないものであると思いました。」（E.Y.）
後期の授業は仏教の思想や歴史に触れ、現代社会の諸問題について仏教の視点から考える
という内容になっているので、試験も「現代社会において仏教はいかなる貢献をなしうると
思うか、あなたの考えを 300 字程度で述べなさい」という問題を出すこととした。これに
対する回答は以下のようなもので、学生はそれぞれ彼ら彼女らなりに真面目に取り組んでい
ることがうかがえる。
「現代社会では、犯罪や自殺が絶えることなく起きている。そのような事件が多発して
しまうのは、人々の心が乱れ不安にかられ、時間を気にし、世間の目や様々なものにと
らわれ、怒りやにくしみの感情に左右されてしまうからだと思う。そんな人々に仏教の
教えを説いてみてはどうだろうか。仏教には人々の心を浄化できるような力があると思
う。不安な人にはやすらぎを与え、孤独な人に人は一人ではないと教え、怒りがいっぱ
いな人には、人を傷つけてはいけないとさとすことができる。仏教は現代人の心の傷に
とても貢献できると思う。慈悲の心を持つ意識をみんなが持てば、現代はもっとよくな
るだろう。」（D.C.）
「今日の現代社会はグローバル化が進み、働くほとんどの人びとが競争の中で生きてい
る。その影響で無宗教化や個人主義が進んできた。元来、日本人はすべての生きとし生
ける生命は相依関係にあり、支え合っているといった「共生」の精神や、すべてのもの
に感謝するといった利他の精神をもっている。かつての高度経済成長期には、その仏教
精神とグローバル化がよいバランスを保つことによってなされた。現代社会は仏教精神
が薄れ、個人主義や自利主義に傾きすぎていると思う。今こそ、本来日本人が持ってい
る仏教精神を見つめ直し、グローバル化とのバランスを保つ時なのではないだろうか。」
（U.H.）
大学院の授業など
学部生を対象とした「仏教概説」のほかに、大学院の科目として隔年開講の「浄土教理
史」と「真宗学特講」を担当した。
「浄土教理史」は、大乗仏教の展開の中で浄土教がいかにして成立したかを思想史的にた
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どろうとするものである。「真宗学特講」では、親鸞の主著『教行証文類』（一般に『教行信
証』と呼ばれている）の主要部を講読し、その思想の核心に触れようとするものである。い
ずれも社会人学生を視野に入れて設定されているためか、1 日 5 コマ、土日連続 2 日間の集
中講義を年に 3 回行なうという開講形態となっているので、語る方も聞く方もかなりハー
ドではあるけれど、1 年生向けの必修科目として課されている「仏教概説」とは大きく異な
り、濃密な時間を過ごせたことは幸いであった。
また、本学には通信教育部が設置されており、筆者は「浄土三部経を読む①②」という科
目を担当した。こちらは通信教育であるから、主たる学修は学生自身の提出したレポートを
添削するという形式で行なわれるのであるが、①の方ではスクーリングとして、1 日 4 コマ
4 日間で完結する集中講義が設定されている。これもかなりハードな日程であるが、社会人
学生が大多数を占める通信教育には、学ぼうという熱意が感じられて充実した時間を過ごせ
たように思う。
研究活動について
先に述べたように、本学には以前から「仏教文化研究所」という研究機関が設けられてお
り、このたびの任用に際しても、その研究員の末席に加えていただいた。研究員には、仏教
を担当する専任教員のみならず多数の研究者が客員研究員として所属されており、毎月の定
例研究会のほか、さまざまな活動が行われている。専門領域を異にする諸先生方の発表に接
し、議論を重ねる研究会は極めて刺激に富んだものであったが、なかなか参加できなかった
ことを申し訳なく思うばかりである。筆者は 2016 年 11 月の研究会で 1 度だけ、「親鸞と無
量寿経─本願の解釈を中心に─」という題で発表させていただいた。
研究活動として思い出に残るのは、国際真宗学会の第 18 回学術大会が本学で開催された
ことである。国際真宗学会とは、世界各国の浄土真宗研究者の集まりで、本学のケネス田中
先生が長年会長を務めて来られた学会である。（現在はケネス先生の後を受けて、龍谷大学
の嵩満也先生が会長に就任されている）
第 18 回の学術大会は、2017 年の 6 月 30 日から 7 月 2 日までの 3 日間にわたって、「浄
土教における自利と利他」という共通テーマのもとに 30 余名が 9 パネルに分かれて発表し
たほか、東京大学名誉教授末木文美士先生による基調講演が行われた。
国際真宗学会は、隔年で日本国内と海外で会場を異にした学術大会を開いており、筆者は
アメリカのバークレイで開かれた第 17 回大会にも出席することができた。第 17 回国際真
宗学会（2015 年 8 月 7 日～ 9 日 於：Jodo Shinshu Center, Berkeley）は「仏教における
主体性」をテーマとして開催されたのであるが、筆者はそのプレイベントとして、同所
で 8 月 6 日に開催されたシンポジウム “Shinran and the Sutra of Immeasurable Life : 
Reections of Reading in the Buddhist Tradition” に参加したのである。これは、龍谷大
学翻訳センターと Institute of Buddhist Studies (Berkeley) との支援を受けて 2012 年から
始まった共同研究の成果を発表するものであった。共同研究員は Dennis Hirota (Ryukoku 
University Translation Center) 、David Matsumoto (Center for Contemporary Shin 
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Buddhist Studies, IBS)、James Fredericks (Loyola Marymount University)、Luis Gómez 
(El Colegio de México)、Charles Hallisey (Harvard Divinity School) という多彩な顏ぶれ
で、その末席に加えていただいたことは貴重な経験となった。
生涯学習活動への参加
仏教文化研究所では、研究員相互の研鑚に努めるだけでなく、毎年テーマを決め、一般市
民を対象とした連続公開講座を開いてきた。筆者は 2014 年、「仏教の臨床と実践─生きて
いる仏教─」という統一テーマに基づき、「宗教教育の実践と課題」と題して講演する機会
を得た。
また、これとは別に、社会連携センター主催による「オムニバス仏教講座」と銘打った講
座も毎年開かれている。筆者は 2015 年、「仏教と気づき─今を生きる力─」という共通テー
マのもとで「〈悟り〉の智慧、〈智慧〉の信心」という題で講演した。また、2017 年には
「自利利他円満」という共通テーマのもとで「菩薩と凡夫─浄土教の利他行─」と題する講
演を行なった。これらの講座は、録音テープを文字に起こし、それぞれ以下のような書物と
して刊行されている。
『仏教と気づき 〈悟り〉がわかるオムニバス仏教講座』武蔵野大学出版会 2016
『仏教と慈しみ〈自利利他〉がわかるオムニバス仏教講座』同上 2018
サテライト教室
「連続公開講座」や「オムニバス仏教講座」は学内で実施される公開講座であるが、社会
連携センターでは、このほか学外に二箇所の会場を設定して大規模な「サテライト教室」を
運営している。一つは千代田高等学院を会場とする「千代田サテライト教室」、もう一つは
JR 三鷹駅近くに開設されている「三鷹サテライト教室」である。筆者は就任 3 年目から最
終年度の本年まで毎月 1 回、以下のような題目の下で仏教に関する講座を担当してきた。
「仏教入門：三宝に学ぶ」①②③ 2015 年 1 月～3 月
「仏教入門講座：釈尊の生涯に学ぶ」①～⑥ 2015 年 4 月～9 月
「大乗仏教から浄土教へ」①～⑥ 2015 年 10 月～2016 年 3 月
「真宗入門：親鸞聖人の生涯に学ぶ」①～⑫ 2016 年 4 月～2017 年 3 月
「正信偈に学ぶ：真宗入門」①～⑱ 2017 年 4 月～2018 年 9 月
「真宗入門：教行信証概説」①～⑥ 2018 年 10 月～2019 年 3 月
最初期の聴講者は十数名だったが、最後には 50 名を超えるようになったことからも、少
しは貢献できたのかもしれないと嬉しく思っている。18 回に及ぶ連続講座「正信偈に学ぶ：
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真宗入門」の終了の際、受講生の皆さんから寄せられたアンケートの感想を紹介しておこ
う。
「亡くなった母に「正信偈」を読んであげているうちに、内容を知りたくなり参加しま
した。目からうろこのことばかりで毎回新しい発見があり、とても有意義な時間になり
ました。すこしずつ気持ちを落ち着かせることができました。とても分かりやすいお話
でよかったです。」
「仏教の根本の思想を繰り返し教えて頂き、ありがとうございました。うなずいて身に
沁みこむまで続けたいと思います。分かりやすく、そして格調高いご講義で嬉しいで
す。」
これらは少しほめ過ぎの感がある。社交辞令として差し引いて受け取るのが無難であろ
う。その一方で、
「「ここが分かるかどうか」という肝心なところを、もう少し詳しく、丁寧に、誰もが理
解できるように説明をしていただきたかったです。」
という厳しいご指摘をいただいていることも忘れてはなるまい。「自信教人信 難中転更難」
（自ら信受し、それを人に伝えることは、極めて難しい）という教言を、改めて肝に銘ずべ
きと感じた次第である。
結びにかえて
最後に、宮沢賢治の詩を掲げてこの稿を閉じたいと思う。童話作家であり詩人としても知
られる宮沢賢治は、同時に熱心な仏教信者でもあった。この詩は、1926 年稗貫農学校（後
に花巻農学校と改称）を退職するときの心象を記したものであるが、そこには彼の教師とし
ての覚悟のようなものが示されていると感じるからである。
生徒諸君に寄せる
この四か年が
わたくしにどんなに楽しかったか
わたくしは毎日を
鳥のように教室でうたってくらした
誓って云うが
わたくしはこの仕事で
疲れをおぼえたことはない
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諸君よ紺いろの地平線が膨
ふく
らみ高まるときに
諸君はその中に没することを欲するか
じつに諸君はその地平に於
おけ
る
あらゆる形の山獄でなければならぬ
諸君はこの颯
さっ
爽
そう
たる
諸君の未来圏から吹いて来る
透明な清潔な風を感じないのか
それは一つの送られた光線であり
決せられた南の風である
諸君はその時代に強
し
いられ率いられて
奴隷のように忍従することを欲するか
むしろ諸君よ更にあらたな正しい時代をつくれ
宙宇は絶えずわれらに依
よ
って変化する
潮汐や風
あらゆる自然の力を用い尽すことから一歩進んで
諸君は新たな自然を形成するのに努めねばならぬ
（後略）
（中村稔編『宮沢賢治詩集』角川文庫 昭和 38 年より）
以上、つたない歩みの振り返りにお付き合いいただき、御礼申し上げたい。教養教育部の
紀要という貴重な誌面を、個人的な思い出話で埋めてしまったことを申し訳なく思いつつ、
最後にこれだけは言っておきたい。お導きいただいた諸先生方、お世話になった事務職の
方々、また、退屈な授業を我慢して聞いてくれた学生諸君、さらには各種の講座に参加いた
だいた聴講者の皆さんのおかげにより、「この 6 年間、私は実に幸せであった」、と。
